
LANネットワーク向けユニキャストモード
での Local Area Bonjourの設定
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LANネットワーク向けユニキャストモードでのLocal Area
Bonjourの前提条件

LANネットワークに Cisco Local Area Bonjourをユニキャストモードで導入する前に、Cisco
Catalystデバイスが正常に設定されていて、動作していることを確認する必要があります。次
に、Cisco Catalystスイッチを SDGエージェントモードまたはサービスピアモードで展開する
前に確認が必要な前提条件を示します。
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•対象の Cisco Catalystスイッチプラットフォームが、SDGエージェントモードまたはサー
ビスピアモードでサポートされていることをサポートマトリックスで確認します。

•対象の Cisco Catalyst SDGエージェントおよびサービスピアスイッチで、最低限必要な
Cisco IOS XEソフトウェアバージョンが実行されていることを確認します。

• SDGエージェントおよびサービスピアモードのCisco Catalystスイッチには、有効なCisco
DNAAdvantageライセンスがインストールされていて、実行されている必要があります。

•レイヤ2ユニキャストサービスルーティングを使用するマルチレイヤネットワークでは、
ディストリビューションレイヤとサービスピアの SDGエージェントがスタティックモー
ドのレイヤ 2トランクを介して相互接続されていることを確認します。

• SDGエージェントスイッチとサービスピアスイッチに、グローバルルーティングにおける
同じ IPv4サブネットへの IP到達可能性があることを確認します。

LANネットワーク向けユニキャストモードでのLocal Area
Bonjourの制約事項

• LANネットワーク向けユニキャストモードの Local Area Bonjourは、Cisco Catalyst 2900シ
リーズ、Cisco Catalyst 3850シリーズ、Cisco Catalyst 3650シリーズ、Cisco Catalyst 4500シ
リーズ、Cisco Catalyst 6500シリーズ、および Cisco Catalyst 6800シリーズスイッチではサ
ポートされていません。

•有線およびワイヤレスネットワークの Cisco SD-Accessは、Cisco IOS XE Amsterdam 17.3.3
以降のリリースでのみサポートされます。

• Cisco Catalystシリーズスイッチの Cisco Embedded Wireless Controllerは、Cisco IOS XE
Amsterdam 17.3.3以降のリリースでのみサポートされます。

• Cisco Bonjourゲートウェイソリューションは、業界標準の RFC 6762マルチキャスト DNS
（mDNS）のガイドラインに従い、ユニキャストモードに準拠する有線またはワイヤレス
のエンドポイントのみをサポートします。

• Catalystスイッチ管理ポートは、ローカルエリアサービスルーティングではサポートされ
ません。

• mDNSは、SDGエージェント間の FHRPでのデュアルスタックによるトランスポートの
分割をサポートしていません。IPv4または IPv6管理 VLANを有効にし、1つのスイッチ
を FHRPとしてアクティブにできます。
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LANネットワーク向けユニキャストモードでのLocal Area
Bonjourに関する情報

設定不要のサービス検出および配信機能では、リンクローカルmDNSプロトコルを使用して、
直感的に豊富なサービスを検出できるため、ユーザーの豊富な知識や操作は不要です。RFC
6762には、ローカルセグメントでレイヤ 2マルチキャストまたはレイヤ 2ユニキャストを介し
てサービスを検出するためのガイドラインが示されています。受信エンドポイントでは、使用

前に情報を収集するために IPv4および IPv6ネットワーク経由でサービス検出を要求できま
す。レイヤ 2マルチキャストフレームは、LANおよびWLAN環境のブロードキャストカテゴ
リパケットであるため、ネットワーク全体のレイヤ 2フラッド境界サイズに基づいてフラッ
ディングされます。

レイヤ 2またはレイヤ 3ネットワークの境界は、LANおよびワイヤレス設計向けのエンター
プライズネットワークで大きく異なります。LocalAreaBonjourドメインには、2つの新しいユ
ニキャスト通信モードが導入されています。ユニキャスト通信モードでは、現在または進化し

ているネットワーク導入モデルのネットワークでの mDNSフラッディングが防止されます。
次に、Local Area Bonjourユニキャストモードの 2つの新しい側面を示します。

•ユニキャストモードのエンドポイント

•ユニキャストモードのレイヤ 2ネットワーク

ユニキャストモードのエンドポイント

Cisco IOS XE Amsterdamリリース 17.3.2以降、Cisco Catalyst 9000シリーズスイッチおよび
CiscoCatalyst 9800シリーズWLCでは、レイヤ2ユニキャストサービスゲートウェイソリュー
ションが導入されています。mDNSエンドポイントは、レイヤ 2mDNSを介して引き続きサー
ビスをアドバタイズまたはクエリします。ただし、ユニキャストモードの設定を有効にする

と、着信 mDNS IPv4および IPv6フレームは独自に処理されます。ユニキャスト技術により、
mDNSフラッドの課題が排除され、ユニキャストMACアドレスを介して要求側エンドポイン
トにポリシーベースのサービスクエリの応答が提供されます。次の図は、新しいレイヤ2ユニ
キャスト（フラッドフリー）と、有線およびワイヤレスエンドポイントとの従来のレイヤ2マ
ルチキャスト（フラッド）通信の機能の違いを示しています。
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図 1 :レイヤ 2ユニキャストモードのエンドポイント

ユニキャストモードのレイヤ 2ネットワーク
有線およびワイヤレスネットワークのレイヤ 3境界は、レイヤ 2接続がトランクポートを介し
てアクセスレイヤスイッチまたはWLCに拡張されたディストリビューションレイヤに存在で
きます。プルーニングされていないVLAN IDまたは共通VLAN IDをトランクポートに関連付
けると、レイヤ 2フラッド境界がネットワーク全体に拡張されます。

Cisco IOS XE Amsterdamリリース 17.3.2以降、Cisco Catalyst 9000シリーズスイッチ、および
Cisco Catalyst 9800シリーズWLCには、トランクポートを介した mDNSフラッディングの送
信を排除するためのサービスピアロールが導入されています。サービスピアは、サービス検出

ゲートウェイ（SDG）ロールのディストリビューションレイヤシステムとの間でユニキャス
トレイヤ 3 IPv4ベースのサービスルーティングセッションを確立します。サービスピアは、
既存のレイヤ 2 VLAN設定を変更せずに、既存のレイヤ 2トランクポート上でセッションを確
立します。アクセスレイヤとディストリビューションレイヤ間の新しいmDNS信頼ポートは、
既存の Out of Band Management Networkを使用して、（ポリシーに基づいて）ステートフルに
サービスを検出および配信し、レイヤ 2ネットワークの従来の flood-n-learn方式を置き換えま
す。

LAN環境のレイヤ3境界がアクセスレイヤにある場合、SDGモードでは統合サービスピアロー
ルが提供されます。さらに、SDGモードで必要なのは、レイヤ 3 IPネットワークでのサービ
スルーティングに Cisco DNA Centerを使用するWide Area Bonjourだけです。

次の図は、ユニキャストモードのレイヤ 2ネットワークと mDNSフラッドが発生している従
来のレイヤ 2ネットワークを示しています。
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図 2 :ユニキャストモードのレイヤ 2ネットワーク

mDNSサービスのデフォルト設定
Cisco IOS XE Bengaluru 17.6.1以降、mDNSサービスを設定するための直感的なアプローチ
（mDNSサービスのデフォルト設定）が導入されています。デフォルトのサービス設定には、
デフォルトのサービスタイプを含むサービスリストを作成するデフォルトのサービスポリシー

が含まれており、入力方向または出力方向に自動的に適用されます。次の図は、mDNSサービ
スのデフォルト設定を示しています。

図 3 : mDNSサービスのデフォルト設定

mDNSサービスのデフォルト設定により、ソリューションの導入が促進され、ユーザーの生産
性が向上し、運用オーバーヘッドが削減されます。さらに、カスタムポリシーを定義し、カス

タム定義されたサービスタイプを使用してサービスリストを定義し、そのサービスリストを入

力または出力方向に適用できます。

HSRP対応 mDNSサービスルーティング
Cisco IOS XE Bengaluru 17.6.1以降、ホットスタンバイルータプロトコル対応（HSRP対応）
mDNSサービスルーティングは、マルチレイヤネットワーク内のサービスピアとSDGエージェ
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ント間でサポートされます。切り替え中、つまりプライマリ SDGエージェントに障害が発生
し、セカンダリ SDGエージェントが新しいプライマリになった場合、サービスピアと SDG
エージェント間のサービスルーティングセッションは中断されません。新しいプライマリSDG
エージェントがサービスピアとのセッションを確立し、キャッシュ情報が再同期されます。

mDNSサービスルーティングは、サービスピアと SDGエージェント間の管理 VLANを介して
実行されます。管理 VLANの HSRP仮想 IPアドレスは、standby group_number ip ip_address
コマンドを使用して SDGエージェントで有効にします。HSRP仮想 IPアドレスは、SDGエー
ジェントの IPアドレスとしてサービスピアで設定する必要があります。

HSRP仮想 IPアドレスは、切り替え中に到達可能で、アクティブ状態である必要があります。（注）

次の図は、HSRP対応mDNSサービスルーティングをサポートする有線およびワイヤレスネッ
トワークを示しています。

図 4 :有線およびワイヤレスネットワークでの HSRP対応 mDNSサービスルーティング

mDNSサービスゲートウェイ SSOのサポート
Cisco IOSXEBengaluru 17.6.1以降、mDNSステートフルスイッチオーバー（SSO）は、サービ
スピアロールおよび SDGエージェントロールで設定されたネットワークデバイスでサポート
されます。SSO対応デバイスでは、一方のデバイスがアクティブデバイスとして選択され、も
う一方のデバイスがスタンバイデバイスとして選択されます。アクティブデバイスによって学

習されたキャッシュ情報は、スタンバイデバイスと同期されます。アクティブデバイスに障害

が発生すると、スタンバイデバイスが新しいアクティブデバイスになり、mDNSサービス検出
プロセスが続行されます。
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図 5 : mDNSサービスゲートウェイ SSO

show mdns-sd summaryコマンドを使用して、SSOがアクティブ状態か無効状態かを確認しま
す。

mDNSサービスゲートウェイ SSOは、スタックの一部として設定された Cisco Catalyst 9300シ
リーズスイッチでサポートされます。

（注）

mDNSゲートウェイモードの設定
mDNSゲートウェイモードを設定するには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

プロンプトが表示されたらパスワードを

入力します。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

レイヤ2スイッチでmDNSを有効にし、
mDNSゲートウェイコンフィギュレー
ションモードを開始します。

mdns-sd gateway

例：

Device(config)# mdns-sd gateway

ステップ 3

mDNSゲートウェイコンフィギュレー
ションモードで次のコマンドを入力し

て、それぞれの機能を有効にします。

• active-query timer [min]：検出され
たサービスとサービスのレコード

を、許可されたサービスタイプの定

期的な mDNSクエリメッセージで
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目的コマンドまたはアクション

更新可能にします。値の範囲は1～
120分です。

Cisco IOS XE Bengaluru
17.6.1以降、
active-query timer コマ
ンドは、マルチレイヤ

ネットワークの場合は

サービスピアで、ルー

テッドアクセスネット

ワークの場合は SDG
エージェントでグロー

バルに設定できます。

（注）

• air-print-helper：iPhoneや iPadな
どのApple iOSデバイス間の通信を
有効にして、ドライバレス AirPrint
機能をサポートしていない古いプリ

ンタを使用します。

• air-print-helper：iPhoneや iPadな
どのApple iOSデバイス間の通信を
有効にして、ドライバレス AirPrint
機能をサポートしていない古いプリ

ンタを使用します。

• cache-memory-max：キャッシュの
メモリの割合を設定します。

• rate-limit：着信 mDNSパケットの
レート制限を有効にします。

• service-announcement-count：アッ
プストリームの SDGエージェント
またはCiscoDNACenterコントロー
ラへのスケジューラごとの最大サー

ビスアナウンスメント数を設定しま

す。サービスアドバタイズメント数

の範囲は 10〜 500です。

• service-announcement-timer
periodicity：アップストリームの
SDGエージェントまたはCiscoDNA
Centerコントローラへのサービス
アドバタイズメントタイムスケ

ジューラを秒単位で設定します。値

の範囲は 5～ 36000秒です。
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目的コマンドまたはアクション

• service-query-count：アップスト
リームの SDGエージェントまたは
CiscoDNACenterコントローラへの
スケジューラごとの最大サービスク

エリ要求数を設定します。サービス

クエリ数の値の範囲は 10〜500で
す。

• service-query-timer periodicity：アッ
プストリームの SDGエージェント
またはCiscoDNACenterコントロー
ラへのサービスクエリ要求タイムス

ケジューラを秒単位で設定します。

値の範囲は 5～ 36000秒です。

• service-mdns-query {ptr|srv|txt}：特
定のクエリタイプの処理を許可しま

す。

デフォルト値は ptrです。

Cisco IOS XE Bengaluru
17.6.1以降、
service-mdns-query コ
マンドは、レイヤ 2ス
イッチでグローバルに

設定できます。

（注）

システム設定に基づいて、次のいずれか

のモードで mDNSゲートウェイを設定
します。

mode service-peer

例：

Device(config-mdns-sd)# mode
service-peer

ステップ 4

• service-peer：mDNSサービスピア
モードでレイヤ 2 Catalystシリーズ
スイッチを有効にします。

• sdg-agent：SDGエージェントモー
ドのレイヤ 3 Catalystシリーズス
イッチが、Wide Area Bonjourサー
ビスルーティングのために Cisco
DNA Centerコントローラとピアリ
ングできるようにします。

これは、デフォルトのモードです。
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Device(config-mdns-sd)# end

mDNSサービスポリシーの設定
mDNSサービスポリシーでは、組み込みサービスタイプまたはユーザー定義のカスタムサービ
スタイプを許可するサービスリストを作成します。次に、サービスリストをサービスポリシー

に関連付けて、入力または出力方向に適用します。その後、新しい VLANコンフィギュレー
ションモードにサービスポリシーを適用します。この設定は、サービスピアモードとSDGエー
ジェントモードの両方の Cisco Catalystシリーズスイッチで同じです。

mDNSサービスポリシーを設定し、サービスピアモードでターゲットVLANに適用するには、
次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

プロンプトが表示されたらパスワード

を入力します。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

1つ以上のサービスタイプを分類する
着信mDNSサービスリストを設定しま
す。

mdns-sd service-list service-list-name {
in|out}

例：

ステップ 3

着信mDNSメッセージおよび要求側エ
ンドポイントへの発信応答を処理する

Device(config)# mdns-sd service-list
VLAN100-LIST-IN in

には、一意のサービスリストが必要で

す。

着信サービスリストをチェックしま

す。スイッチは、着信mDNSサービス
match {all | service-definition-name
[message-type
{any|announcement|query} ] }

ステップ 4

タイプ（Apple TVなど）のアドバタイ
例： ズメントまたはクエリ一致メッセージ

タイプを受け入れます。Device(config-mdns-sl-in)# match
APPLE-TV

サービスリストの最後に暗黙的な拒否

が含まれています。
Device(config-mdns-sl-in)# match
PRINTER-IPPS message-type announcement
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目的コマンドまたはアクション

デフォルトの message-typeは anyで
す。

Cisco IOS XE Bengaluru
17.6.1以降、match all コマ
ンドはすべてのmDNSサー
ビスタイプを受け入れるよ

うにサービスリストで設定

できます。

（注）

グローバルコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit

例：

ステップ 5

Device(config-mdns-sl-in)# exit

発信 mDNSサービスリストを設定し
て、1つ以上のサービスタイプを分類
します。

mdns-sd service-list service-list-name
{in|out}

例：

ステップ 6

着信mDNSメッセージおよび要求側エ
ンドポイントへの発信応答を処理する

Device(config)# mdns-sd service-list
VLAN100-LIST-OUT out

には、一意のサービスリストが必要で

す。

発信サービスリストをチェックしま

す。スイッチは、要求側エンドポイン

match {all|service-definition-name
[message-type {any|
announcement|query} ] [location-filter

ステップ 7

トに一致するサービスタイプで応答す
location-filter-name] [source-interface

ることで、ローカルサービスプロキシ{mDNS-VLAN-number |
mDNS-VLAN-range} ] } 機能を提供します。たとえば、VLAN

100から学習したApple-TVとプリンタ
例： は、同じ VLAN 100のレシーバに配信

されます。Device(config-mdns-sl-out)# match
APPLE-TV

サービスリストの最後に暗黙的な拒否

が含まれています。
Device(config-mdns-sl-out)# match
PRINTER-IPPS

発信サービスリストの message-typeの
指定は任意です。

Cisco IOS XE Bengaluru
17.6.1以降、match all コマ
ンドはすべてのmDNSサー
ビスタイプを受け入れるよ

うにサービスリストで設定

できます。

（注）

LANネットワーク向けユニキャストモードでの Local Area Bonjourの設定
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit

例：

ステップ 8

Device(config-mdns-sl-out)# exit

固有のmDNSサービスポリシーを作成
します。

mdns-sd service-policy
service-policy-name

例：

ステップ 9

Device(config)# mdns-sd service-policy
VLAN100-POLICY

各方向のサービスリストに関連付ける

mDNSサービスポリシーを設定しま
す。

service-list service-list-name {in | out}

例：

Device(config-mdns-ser-policy)#
service-list VLAN100-LIST-IN in

ステップ 10

Device(config-mdns-ser-policy)#
service-list VLAN100-LIST-OUT out

グローバルコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit

例：

ステップ 11

Device(config-mdns-ser-policy)# exit

詳細なサービスパラメータのVLAN設
定を有効にします。同じ設定に対して

1つ以上の VLANを作成できます。

vlan configuration vlan-id

例：

Device(config)# vlan configuration
100

ステップ 12

Device(config)# vlan configuration
101-110, 200

指定したVLANIDでmDNSゲートウェ
イを有効にします。

mdns-sd gateway

例：

ステップ 13

Device(config-vlan)# mdns-sd gateway

指定した VLAN IDに mDNSサービス
ポリシーを関連付けます。

service-policy [service-policy-name]

例：

ステップ 14

Cisco IOS XE Bengaluru
17.6.1以降、サービスポリ
シーが設定されていない場

合、デフォルトのサービス

ポリシーが使用されます。

（注）Device(config-vlan-mdns)#
service-policy VLAN100-POLICY

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 15

Device(config-vlan-mdns)# end

LANネットワーク向けユニキャストモードでの Local Area Bonjourの設定
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LANネットワーク向け Local Area Bonjourユニキャスト
モードの設定方法

ここでは、サービスピアモードでファーストホップレイヤ2LANアクセススイッチを設定し、
ポリシーを使用して mDNSゲートウェイ機能を有効にし、SDGエージェントモードでアップ
ストリームのレイヤ 3ゲートウェイとのピアリングを有効にする方法を示します。この手順
は、SDGエージェントモードのファーストホップレイヤ3LANアクセススイッチおよびファー
ストホップレイヤ 3ゲートウェイスイッチにも適用されます。

mDNSロケーションフィルタの設定
ユニキャストネットワークモードの Cisco Catalystシリーズスイッチは、デフォルトでは、同
じレイヤ 2 VLANに接続された mDNSサービスプロバイダとレシーバの間にローカルサービ
スプロキシを提供します。また、mDNSロケーションフィルタを設定して、ローカルに設定さ
れた VLAN ID間のサービス検出と配信を許可できます。この設定は、サービスピアモードと
SDGエージェントモードの両方で同じです。

スイッチ上のローカルサービスプロキシがローカル VLAN間の mDNSサービスを検出できる
ようにするには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

プロンプトが表示されたらパスワード

を入力します。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

一意のロケーションフィルタを設定し

ます。

mdns-sd location-filter
location-filter-name

例：

ステップ 3

Device(config)# mdns-sd
location-filter LOCAL-PROXY

グループ化されたVLAN間で許可され
たサービスを相互に配信する一致基準

を設定します。

match location {all|default|ID}vlan
vlan-id

例：

ステップ 4

Device(config-mdns-loc-filter)# match
location-group default vlan 100

LANネットワーク向けユニキャストモードでの Local Area Bonjourの設定
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-mdns-loc-filter)# match
location-group default vlan 101

発信 mDNSサービスリストを設定し
て、1つ以上のサービスタイプを分類
します。

mdns-sd service-list service-list-name
{in|out}

例：

ステップ 5

着信mDNSメッセージおよび要求側エ
ンドポイントへの発信応答を処理する

Device(config)# mdns-sd service-list
VLAN100-LIST-OUT out

には、一意のサービスリストが必要で

す。

発信サービスリストをチェックしま

す。スイッチは、要求側エンドポイン

match {all |service-definition-name
[message-type
{any|announcement|query} ]
[location-filter location-filter-name] }

ステップ 6

トに一致するサービスタイプで応答す

ることで、ローカルサービスプロキシ

例： 機能を提供します。たとえば、VLAN
100から学習したApple-TVとプリンタDevice(config-mdns-sl-out)# match

APPLE-TV location-filter LOCAL-PROXY は、異なる VLAN 101のレシーバに配
信されます。

サービスリストの最後に暗黙的な拒否

が含まれています。

発信サービスリストの message-typeの
指定は任意です。

Cisco IOS XE Bengaluru
17.6.1以降、match all コマ
ンドはすべてのmDNSサー
ビスタイプを受け入れるよ

うにサービスリストで設定

できます。

（注）

グローバルコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit

例：

ステップ 7

Device(config-mdns-sl-out)# exit

固有のmDNSサービスポリシーを作成
します。

mdns-sd service-policy
service-policy-name

例：

ステップ 8

Device(config)# mdns-sd service-policy
VLAN100-POLICY

LANネットワーク向けユニキャストモードでの Local Area Bonjourの設定
14

LANネットワーク向けユニキャストモードでの Local Area Bonjourの設定

mDNSロケーションフィルタの設定



目的コマンドまたはアクション

各方向のサービスリストに関連付ける

mDNSサービスポリシーを設定しま
す。

service-list service-list-name {in|out}

例：

Device(config-mdns-ser-policy)#
service-list VLAN100-LIST-OUT out

ステップ 9

グローバルコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit

例：

ステップ 10

Device(config-mdns-ser-policy)# exit

詳細なサービスパラメータのVLAN設
定を有効にします。同じ設定に対して

1つ以上の VLANを作成できます。

vlan configuration vlan-id

例：

Device(config)# vlan configuration
100

ステップ 11

Device(config)# vlan configuration
101-110, 200

指定したVLANIDでmDNSゲートウェ
イを有効にします。

mdns-sd gateway

例：

ステップ 12

Device(config-vlan)# mdns-sd gateway

指定した VLAN IDに mDNSサービス
ポリシーを関連付けます。

service-policy [service-policy-name]

例：

ステップ 13

Cisco IOS XE Bengaluru
17.6.1以降、サービスポリ
シー名の設定は任意です。

サービスポリシーが設定さ

れていない場合、デフォル

トのサービスポリシーが使

用されます。

（注）Device(config)# service-policy
VLAN100-POLICY

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 14

Device(config)# end

カスタムサービス定義の設定

Cisco IOS XEは、主要な mDNS PTRレコードをわかりやすい名前にマッピングする、さまざ
まな組み込み mDNSサービス定義のタイプをサポートしています。たとえば、組み込みの
Apple-TVサービスタイプは、ネットワーク内のサービスを正常に有効にするために、
_airplay._tcp.localおよび _raop._tcp.local PTRレコードに関連付けられます。一致する mDNS
PTRレコードを使用してカスタムサービス定義を作成し、ネットワークでmDNSサービスルー
ティングを有効にできます。

LANネットワーク向けユニキャストモードでの Local Area Bonjourの設定
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カスタムサービス定義を作成してサービスリストに関連付け、ローカルVLAN間のmDNSサー
ビスを検出するには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

プロンプトが表示されたらパスワードを

入力します。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

一意のロケーションフィルタを設定しま

す。

mdns-sd service-definition
service-definition-name

例：

ステップ 3

Device(config)# mdns-sd
service-definition APPLE-CLASSROOM

2つ以上のローカルVLANを設定し、許
可されたサービスをグループ化された

VLAN間で相互に分散します。

match location {all|default|id} vlan vlan-id

例：

Device(config-mdns-ser-def)#
service-type _classroom._tcp.local

ステップ 4

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Device(config)# end

サービスピアでのサービスルーティングの設定

サービスピアモードのレイヤ 2 Cisco Catalystスイッチは、SDGエージェントモードのアップ
ストリームディストリビューションレイヤスイッチでサービスルーティングを構築します。

レイヤ 2 Cisco Catalystスイッチでサービスルーティングを構築するには、アップストリームの
SDGエージェント Catalystスイッチに到達するための有効な IPアドレスを持つ少なくとも 1
つのインターフェイスが必要です。スイッチ管理ポートはサポートされていません。

サービスピアモードの Cisco Catalystシリーズスイッチでサービスルーティングを有効にし、
mDNS信頼インターフェイスの設定を設定するには、次の手順を実行します。

始める前に

mdns-sd trustコマンドは、サービスピアと SDGエージェント間に設定されたインターフェイ
スで有効にする必要があります。

LANネットワーク向けユニキャストモードでの Local Area Bonjourの設定
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

プロンプトが表示されたらパスワードを

入力します。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

詳細なサービスパラメータの VLAN設
定を有効にします。同じ設定に対して1
つ以上の VLANを作成できます。

vlan configuration vlan-id

例：

Device(config)# vlan configuration 100

ステップ 3

Device(config)# vlan configuration
101-110, 200

指定したVLAN IDでmDNSゲートウェ
イを有効にします。

mdns-sd gateway

例：

ステップ 4

mDNSゲートウェイコンフィギュレー
ションモードで次のコマンドを入力し

て、それぞれの機能を有効にします。

Device(config-vlan)# mdns-sd gateway

• active-query timer[min]：検出され
たサービスとサービスのレコード

を、許可されたサービスタイプの定

期的な mDNSクエリメッセージで
更新可能にします。値の範囲は1～
120分です。

LANネットワーク向けユニキャストモードでの Local Area Bonjourの設定
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目的コマンドまたはアクション

Cisco IOS XE Bengaluru
17.6.1以降、
active-query timer コマ
ンドには次の変更が適

用されます。

•タイマーの測定単
位が秒から分に変

更されます。

•このコマンドは、
VLANに加えて、
レイヤ 2スイッチ
でもグローバルに

設定できます。こ

のコマンドの

VLAN設定は、グ
ローバル設定より

も優先されます。

（注）

• service-mdns-query{ptr|srv|txt}：
特定のクエリタイプの処理を許可し

ます。

デフォルト値は ptrです。

Cisco IOS XE Bengaluru
17.6.1以降、
service-mdns-query コ
マンドは、VLANに加
えて、レイヤ 2スイッ
チでグローバルに設定

できます。このコマン

ドの VLAN設定は、グ
ローバル設定よりも優

先されます。

（注）

• transport {ipv4|ipv6|both}：IPv4
トラフィック、IPv6トラフィック、
または両方の処理を許可します。

冗長な処理を減らし、2つのネット
ワークタイプでの同じ情報による応

答を避けるために、1つのネット
ワークタイプのみ追加することを推

奨します。
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目的コマンドまたはアクション

デフォルト値は ipv4です。

アップストリーム Cisco Catalyst SDG
エージェントスイッチとのサービスルー

source interface interface-id

例：

ステップ 5

ティングセッションを送信する有効なDevice(config-vlan-mdns-sd)#
source-interface vlan 4094 IPアドレスを持つインターフェイスを

選択します。

通常は管理 VLANインターフェイスが
使用されます。

SDGエージェントの IPv4アドレスを設
定します。

sdg-agent ipv4-address

例：

ステップ 6

通常は管理 VLANゲートウェイアドレ
スが使用されます。FHRPモードが使用

Device(config-vlan-mdns-sd)# sdg-agent
10.0.0.254

されている場合は、管理VLANのFHRP
仮想 IPアドレスを使用します。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 7

Device(config-vlan-mdns-sd)# end

サービス検出ゲートウェイでのサービスルーティングの設定

ディストリビューションレイヤの Cisco Catalyst 9000シリーズスイッチでは、SDGエージェ
ントモードがサポートされます。SDGエージェントモードでは、ダウンストリームのレイヤ2
アクセスレイヤイーサネットスイッチおよび Cisco Catalyst 9800シリーズWLCを使用した
Bonjourサービスルーティングのユニキャストモードが有効になります。

ローカルにペアリングされたサービスピアネットワークデバイス間のポリシーベースのサー

ビス検出と配信を有効にするには、次の手順を実行します。

mDNSサービスポリシーの設定（10ページ）の説明に従い、mDNSサービスポリシーを設定
します。

（注）

始める前に

mdns-sd trustコマンドは、サービスピアと SDGエージェント間に設定されたインターフェイ
スで有効にする必要があります。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

プロンプトが表示されたらパスワードを

入力します。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

一意のサービスピアグループを設定しま

す。

mdns-sd service-peer group

例：

ステップ 3

Device(config)# mdns-sd service-peer
group

一意のピアグループ IDを割り当てて、
mDNSサービスの検出を許可するサービ

peer-group group-id

例：

ステップ 4

スピアをペアリングし、割り当てられたDevice(config-mdns-svc-peer)#
peer-group 1 グループリスト内での配信を許可しま

す。

許可されるピアグループの範囲は、SDG
エージェントスイッチごとに 1〜 1000
です。

mDNSサービスアドバタイズメントまた
はクエリメッセージを受け入れるように

service-peer [ipv4-address] location-group
{all|default|id}

例：

ステップ 5

少なくとも1つのサービスピアを設定し
ます。複数のサービスピアでグループ化Device(config-mdns-svc-peer-grp)#

service-peer 10.0.0.1 location-group
default

されている場合、設定されたピア間のレ

イヤ 2ユニキャストモードルーティン
グが SDGエージェントによって提供さ
れます。

Device(config-mdns-svc-peer-grp)#
service-peer 10.0.0.2 location-group
default

たとえば、SDGエージェントは、関連
付けられたサービスポリシーに一致する

2つのレイヤ 2サービスピアスイッチ
（10.0.0.1と 10.0.0.2）間にユニキャスト
ベースのサービスゲートウェイ機能を提

供します。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Device(config)# end
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SDGエージェントにおける HSRP対応 mDNSサービスルーティングの
サポートの設定

SDGエージェントで HSRP対応 mDNSサービスルーティングのサポートを設定するには、次
の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

プロンプトが表示されたらパスワード

を入力します。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

レイヤ 2スイッチで mDNSを有効に
し、mDNSゲートウェイコンフィギュ
レーションモードを開始します。

mdns-sd gateway

例：

Device(config)# mdns-sd gateway

ステップ 3

mDNSゲートウェイコンフィギュレー
ションモードで次のコマンドを入力し

て、それぞれの機能を有効にします。

• active-query timer [min]：検出され
たサービスとサービスのレコード

を、許可されたサービスタイプの

定期的なmDNSクエリメッセージ
で更新可能にします。値の範囲は

1～ 120分です。

Cisco IOSXEBengaluru
17.6.1以降、
active-query timer コ
マンドは、マルチレイ

ヤネットワークの場合

はサービスピアで、

ルーテッドアクセス

ネットワークの場合は

SDGエージェントでグ
ローバルに設定できま

す。

（注）

• air-print-helper：iPhoneや iPadな
どの Apple iOSデバイス間の通信
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目的コマンドまたはアクション

を有効にして、ドライバレス

AirPrint機能をサポートしていない
古いプリンタを使用します。

• cache-memory-max：キャッシュの
メモリの割合を設定します。

• rate-limit：着信mDNSパケットの
レート制限を有効にします。

• service-announcement-count：アッ
プストリームのSDGエージェント
または Cisco DNA Centerコント
ローラへのスケジューラごとの最

大サービスアナウンスメント数を

設定します。サービスアドバタイ

ズメント数の範囲は 10〜 500で
す。

• service-announcement-timer
periodicity：アップストリームの
SDGエージェントまたは Cisco
DNACenterコントローラへのサー
ビスアドバタイズメントタイム

スケジューラを秒単位で設定しま

す。値の範囲は 5～ 36000秒で
す。

• service-query-count：アップスト
リームのSDGエージェントまたは
Cisco DNA Centerコントローラへ
のスケジューラごとの最大サービ

スクエリ要求数を設定します。

サービスクエリ数の値の範囲は10
〜500です。

• service-query-timer periodicity：
アップストリームのSDGエージェ
ントまたは Cisco DNA Centerコン
トローラへのサービスクエリ要求

タイムスケジューラを秒単位で設

定します。値の範囲は 5～ 36000
秒です。

• service-mdns-query {ptr|srv|txt}：
特定のクエリタイプの処理を許可

します。

LANネットワーク向けユニキャストモードでの Local Area Bonjourの設定
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目的コマンドまたはアクション

デフォルト値は ptrです。

Cisco IOSXEBengaluru
17.6.1以降、
service-mdns-query コ
マンドは、レイヤ 2ス
イッチでグローバルに

設定できます。

（注）

アップストリーム Cisco Catalyst SDG
エージェントスイッチとのサービス

source interface interface-id

例：

ステップ 4

ルーティングセッションを送信する有Device(config-mdns-sd)#
source-interface vlan 4094 効な IPアドレスを持つインターフェイ

スを選択します。

通常は管理VLANインターフェイスが
使用されます。

グローバルコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit

例：

ステップ 5

Device(config-mdns-sd)# exit

インターフェイス DNSコンフィギュ
レーションモードを開始し、インター

interface interface-name

例：

ステップ 6

フェイスコンフィギュレーションをイ

ネーブルにします。
Device(config)# interface vlan 101

インターフェイスの IPアドレスを指定
します。

ip address ip-address subnet-mask

例：

ステップ 7

Device(config-if)# ip address 10.0.1.1
255.255.255.0

HSRPグループの番号および仮想 IPア
ドレスを使用して、HSRPグループを
作成（またはイネーブルに）します。

standby group-number ip ip-address

例：

Device(config-if)# standby 1 ip
10.1.1.254

ステップ 8

• group-number：HSRPを有効にする
インターフェイスのグループ番

号。指定できる範囲は 0～ 255で
す。デフォルトは 0です。

• ip-address：ファーストホップSDG
エージェントインターフェイスの

仮想 IPアドレス。少なくとも 1つ
のインターフェイスに対して仮想

IPアドレスを入力する必要があり
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目的コマンドまたはアクション

ます。他のインターフェイスは、

その仮想 IPアドレスを学習しま
す。

アクティブなSDGエージェントを選択
するときに使用される優先順位値を設

standby group-number priority priority

例：

ステップ 9

定します。指定できる範囲は 1～ 255
Device(config-if)# standby 1 priority
110 です。デフォルトプライオリティは

100です。最大の値が、最高のプライ
オリティを表します。

ルータを preemptに設定し、ローカル
ルータのプライオリティがアクティブ

standby group-number preempt [delay
[minimum seconds] [reload seconds] [sync
seconds]

ステップ 10

ルータよりも高い場合は、アクティブ

ルータとなります。例：

Device(config-if)# standby 1 preempt
delay 300

• group-number：コマンドが適用さ
れるグループ番号。

•（任意）delay minimum：ローカ
ルルータがアクティブロールを引

き継ぐまでの遅延秒数を設定しま

す。指定できる範囲は 0～ 3600秒
（1時間）で、デフォルトは 0で
す（引き継ぐ前の遅延はありませ

ん）。

•（任意）delay reload：リロード後
に、ローカルルータがアクティブ

ロールを引き継ぐまでの遅延秒数

を設定します。指定できる範囲は

0～ 3600（1時間）で、デフォル
トは 0です（リロードの後、引き
継ぐ前の遅延はありません）。

•（任意）delay sync：IP冗長性クラ
イアントが応答できるように（ok
またはwait応答）、ローカルルー
タがアクティブロールを引き継ぐ

までの遅延秒数を設定します。指

定できる範囲は 0～ 3600秒（1時
間）で、デフォルトは 0です（引
き継ぐ前の遅延はありません）。

デフォルト値に戻すには、このコマン

ドの no形式を使用します。
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 11

Device(config-if)# end

LANネットワーク向けユニキャストモードでのLocal Area
Bonjourの確認

ここでは、サービスピアモードとSDGエージェントモードの両方について、ユニキャストモー
ドで Local Area Bonjourを確認する方法について説明します。

Local Area Bonjourドメインのサービスピア Catalystスイッチの確認
次の showコマンドを使用して、サービスピアモードで設定された Cisco Catalystシリーズス
イッチのさまざまな Local Area Bonjourドメイン mDNSサービス設定パラメータ、キャッシュ
レコード、統計情報、およびその他の情報を確認します。
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表 1 : Local Area Bonjourドメインのサービスピア Catalystスイッチを確認するコマンド

目的コマンド

複数の変数をサポートする使用可能な mDNS
キャッシュレコードを表示し、詳細なソース

の詳細を提供します。次の変数が使用可能で

す。

• all：システムの複数のソース接続から検
出された使用可能なすべてのキャッシュ

レコードを表示します。

• interface：指定したレイヤ3インターフェ
イスから検出された使用可能なキャッシュ

レコードを表示します。

• mac：指定したMACアドレスから検出さ
れた使用可能なキャッシュレコードを表

示します。

• name：アナウンスされたサービスプロバ
イダの名前に基づいて使用可能なキャッ

シュレコードを表示します。

• service-peer：指定したレイヤ 2サービス
ピアから検出された使用可能なキャッシュ

レコードを表示します。

• static：ローカルに設定された静的 mDNS
キャッシュエントリを表示します。

• type：特定の mDNSレコードタイプ
（PTR、SRV、TXT、A、またはAAAA）
に基づいて使用可能なキャッシュレコー

ドを表示します。

• vlan：ユニキャストモードで指定したレ
イヤ 2 VLAN IDから検出された使用可能
なキャッシュレコードを表示します。

show mdns-sd cache {all |interface |mac |name
|service-peer |static |type |vlan}

組み込みおよびユーザー定義のカスタムサー

ビス定義を表示し、サービス名からmDNSPTR
レコードへのマッピングを提供します。

サービス定義は、名前またはタイプでフィル

タリングできます。

show mdns-sd service-definition {name |type}
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目的コマンド

サービスポリシーに一致するサービスタイプ

を分類する、設定済みの着信および発信サー

ビスリストを表示します。

サービスリストは、名前または方向でフィル

タリングできます。

show mdns-sd service-list {direction|name}

mDNSがサービスピアモードで設定されてい
る場合に、システムによって処理される詳細

な mDNSパケット統計情報（クライアントと
の間で送受信されるパケットの数、SDGエー
ジェントとの間で送受信されるパケットの数

など）を表示します。

show mdns-sd service-peer statistics

着信および発信サービスリストにマッピング

された mDNSサービスポリシーのリストを表
示します。

サービスポリシーリストは、関連付けられた

インターフェイスまたは名前でフィルタリン

グできます。

show mdns-sd service-policy {interface|name}

mDNSがユニキャストモードで設定されてい
る場合に、各 mDNSゲートウェイ対応 VLAN
でシステムによって双方向に処理された詳細

な mDNS統計情報を表示します。

mDNS統計情報のキーワードを指定すると、
インターフェイス、ポリシー、サービスリス

ト、およびサービスに関する詳細ビューが表

示されます。

{| | | | | | | show mdns-sd statisticsall cache debug
interface service-list service-policy services vlan}

mDNSゲートウェイに関する簡単な情報と、
システムのすべてのVLANおよびインターフェ
イスの主要な設定ステータスを表示します。

show mdns-sd summary{interface |vlan}

サービスピアおよびSDGエージェントのサー
ビスルーティングセッション情報を表示しま

す。

show mdns-sd sdg service-peer summary

Local Area Bonjourドメインでのサービス検出ゲートウェイエージェン
ト Catalystスイッチの確認

SDGエージェントモードで設定されたCiscoCatalystシリーズスイッチのさまざまなLocalArea
Bonjourドメイン mDNSサービス設定パラメータ、キャッシュレコード、統計情報、およびそ
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の他の情報を確認するために使用される showコマンドの完全なリストについては、LocalArea
Bonjourドメインのサービスピア Catalystスイッチの確認（25ページ）を参照してください。

LANネットワーク向けユニキャストモードでのLocal Area
Bonjourに関するその他の参考資料

マニュアルタイトル関連項目

Cisco DNA Center Cisco Wide Area Bonjourアプ
リケーションユーザーガイドリリース 2.1.2

Cisco DNA Center Cisco Wide Area Bonjourアプ
リケーションユーザーガイド

Cisco Catalyst 9800 Series Wireless Controller
Software Configuration Guide

CiscoCatalyst 9800WLCでのBonjour向けCisco
DNAサービスの導入
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/cloud-systems-management/network-automation-and-management/dna-center/1-3-1-0/user_guide/cisco_dna_service_for_bonjour/b_cisco-dna-service-for-bonjour_user_guide_2-1-2.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/cloud-systems-management/network-automation-and-management/dna-center/1-3-1-0/user_guide/cisco_dna_service_for_bonjour/b_cisco-dna-service-for-bonjour_user_guide_2-1-2.html
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